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火鈴 現在 

－瑞巌寺・年中行事 同行 － 

瑞巌寺宝物課 学芸員 太田峻平 

．  

 瑞巌寺 大晦日 夜 元旦 早朝 行わ 独特 年中行事 あ 住職代
理 僧侶 火鈴 い 大 鈴 打 振 般若心経 繰 返 唱 松島町内
行政上 松島町松島町内 寺社仏閣 史跡 特定 家々 巡拝 歩 巡行 翌

年 防火・息災 祈念 巡行 僧侶 地元民 火鈴 呼 い  

 巡行 火鈴 役 僧侶 後、 役僧 略称 他 先導役 在家 伴 い
い 巡行 順路 寺内側 共有 い い 役僧 毎年変わ 順路 詳細
伴 知 い 大宮司

い
哲氏 75 歳 伴 務 25 年目 迎 2023 年

最、 引退 後降 瑞巌寺職員 務 2023 年 大晦日 筆者 含
職員 人 初 行事 参加 同行 主 目的 伴 引継 順路 確認

あ 近年火鈴 順路 立 寄 家 時間配分 年 変わ い
話 あ 旧来 順路 比較 本来 順路 い 検討 必要 あ  

火鈴 関 調査 度行わ い 1981 年 三崎一夫氏 調査
行事 あ 由来 関 基礎的 研究   瑞巌寺博物館年報(第8号・第11号)
論考 掲載 三崎 1981・1985 1991 年 当館学芸員 千葉 火鈴 立
寄 家々 対象 聞 取 調査 行い 当時 火鈴 順路 記録 い 後降

火鈴 関 調査 行わ い い 本稿 令和 年 行わ 火鈴 巡行
記録 先行研究 事例 比較 踏 火鈴 現在 今、 展望
い 若干 考察 述 い 思  

 

．火鈴 関 諸要素 

 

－ ．火鈴  

火鈴 本来 禅寺 火元 注意 振 釣鐘形 小 鈴 あ 行事 使
用 瑞巌寺 火鈴 高 15 ンチ 鈴径 16 ンチ 比較的大 サイ
写真  火鈴 い 行事自体 起源 定 い 行事 使わ 火

鈴 由来 記録 残 い 記載 寺田能円  松島案内記 1811 年 桜田周輔
 松島図誌 1820 年 舟山光年  鹽松勝譜 1907 年 あ 遡 文献
見 い 写真 文献 書 い 内容 同様 後下
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鎌倉時代末期 瑞巌寺 前身・円福寺6 世 空巌慧 覚満禅師 法力
中国径山寺 火災 透視 庭 石 水 消火 手伝 謝礼 径山寺
秘蔵 火鈴 贈 鈴 打 鳴 巡行 防火祈願 現在 行事
使わ 火鈴 戦、 模造 複製品 径山寺 贈 伝わ 火鈴 瑞巌寺宝物
館 収蔵 い 由来 あ 庭 石 防火石 呼 円通院 山門右側 ・覚満禅
師墓碑 手前 あ 石 指  松島図誌 元々 現在 円通院

い
天麟院

い

間 存在 覚満禅師開創 瑞巌寺塔頭・法雲庵
あ
庭 あ  

 火鈴 多 民間伝承 存在 特 火伏 行事 伝わ い
あ 巡行 地区 火災 起 い い 言い伝 語  火

鈴 姿 見 目 潰 言わ 地元民 間 古 巡行 姿 見 い
固 戒 他  火鈴 音 聞 寝 五臓六腑 腐 火鈴
今年死 者 見 火鈴 雄島 巡行 年死 者 見 役僧
他言 い あ 三崎 1981 1991 年 聞 書 中 火鈴

格好 死 装束 あ 役僧 首 火鈴 布 腹巻 安産 あ
い 記録 い  

 

－ ．先導役 伴 

先 挙 3冊 文献 見 限 本来役僧 単身 巡行 い い 先導
役 伴 役僧 瑞巌寺鎮守・日吉山王神
社 階段 降 転倒 火鈴 池 沈 亀裂 入 事 い
1981 三崎  

実際 宝物館所蔵 火鈴 亀裂 入 い  松島図誌 火鈴部分 一部 要約
先年 井戸 中 火鈴 落 入 い あ   鹽松勝譜

執事僧 酔 躓 火鈴 落 石 当 探 見 入
い 記 い い 火鈴 落 拍子 亀裂 入 い

内容 あ 伴 い 経緯 い 書 い い  

 千葉 行 聞 取 調査 中 当時 伴 あ 西沢研氏 伴 始 い
話 い 西沢氏 西沢家 祖先 神社 階段 転 僧侶 気 毒 思い
後来 提灯 持 火鈴 足下 照 巡行 手伝い始 語 西沢家

先導役 自発的 行為 あ 火鈴 伴 中門 出立 迎 帰
山 中門 送 届 い  

西沢研氏 大宮司哲氏 先代 伴 あ 西沢氏 前 桜井勇作氏 務 地域住民
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ン あ 名 い 火鈴 音 ンキ ンキ 聞
住民達 親 込 呼 い 前任 西沢武治氏

前 武治氏 父・金吾氏 祖父・長太郎氏 西沢家三代 務 後前 蜂谷氏(紅蓮
屋) 戸田氏(豆腐屋) 先導役 務 伴 人選 特別 決 無い い 桜
井氏 場合 西沢家 縁戚関係 あ 虚弱 体 克服 願い出 理
由 1981 三崎 一族 代々役割 引 継い い い 訳 い  

役僧 住職代理 主 瑞巌寺専門道場 雲水 選出 寺内 事情
住職 瑞巌寺職員 和尚 担当 年 あ 先 述 寺側 道順 把握

先導役 知 い 、述 作法 内容 当夜 一切 先導
役 任 行事 寺側 関与 全 無い状態 行わ い い 特徴 あ

 

 

．火鈴 同行記 

 当夜 火鈴 巡行 い い 行事 改旦行事次第 図 1 沿
進 大晦日午、8時半 元旦午前 4時 行わ 時半 庫裡 ・

副司寮 茶礼
い
始 瑞巌寺住職 同席 下 執事長・役僧 ・ 伴 茶 出

続い 膳 出 雑 あ 餅 他 小皿 草
数 子等 小菜 用意 茶礼 終わ 役僧 伴 身支度 始 役僧 格好
雲水

い
衣 上 白布 上半身 覆い 頭巾 被 足 ン 藁沓 履い 姿
写真 ン 去年 山形県 天徳寺 依頼 い 作 人 居

為 今年 違 仕様 い 当夜 愛宕
あ
裏地区

水主町 戻 際 ン 壊 い 急遽 庫裡 飾 あ 昔 ン 履 替
い あ 、述 出立 直前 晒布 結 火鈴
首 伴 格好 特 決 い 大宮司氏 自前 防寒着 瑞巌寺
提灯 持 役僧 一緒 ン 履い い 瑞巌寺職員 自衛消防隊 刺 子 カッ
着込 提灯 持  

支度 整 雲版 打 鳴 僧侶一同 食堂 韋駄天
い

前 移動 役僧 韋駄天
三拝 火鈴 首 火鈴 打 振 僧侶一同 般若心経三巻
唱 始 韋駄天 諷経 、 般若心経 唱 庫裡廊下 渡 本堂 向 い
室中 孔雀 間  ・本 前 三巻 唱 午、 9時 室中 本堂中庭 出 中門
進 中門 待機 い 伴 合流 出立 瑞巌寺 役僧 出立 同時 除夜
鐘 打 始  
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、 役僧 伴 先導 従 巡行 般若心経 唱 続 歩 途中 瑞巌
寺 鎮守 史跡 般若心経 三巻 特定 家 一巻 諷経 回 図 国土地理院
地図 当夜 順路 表 あ 図 役僧 瑞巌寺 山門 出
初 防火石 円通院本堂 進 三巻 諷経 続い 参道 進 鰻塚

三巻 諷経  

瑞巌寺 総門 出 須崎町 家々 巡拝 回 立 寄 家 玄関 外灯 明
い い 提灯 下 玄関 縁側 机 出 机 上 梅湯 酒

箸 線香 灯明 布施 準備 い 写真 役僧 机 前 諷経 終 箸
梅湯 軽 回 口 近 飲 箸 置 布施 受 取
次 家 向 火鈴 作法 あ 残 い 梅湯 家族間 飲 回
飲 無病息災 言わ い 先述 行事 火鈴 姿 見
目 潰 い 伝承 あ 迎 家 火鈴 姿 見 い
部屋 暗 家 奥 巡行 終わ 静 控 写真 旧習
須崎町 水主町 家々 多 見 当夜 様子 見 限 迎 方 家 様々
あ 例 部屋 明 机 、 座 合掌 火鈴 迎
家 あ 部屋 暗 状態 諷経中 頭 下 迎 家 何軒 見
明 状態 家主 全 出 い い 家 あ 大宮司氏 例年立

寄 い 家 玄関 明 い家 門扉 閉 い 家 諷経
い 話 い 実際 当夜 立 寄 準備 い い為 立 寄
家 何軒 あ 大宮司氏 火鈴 迎 準備 い い家 中
親類 亡 今年 迎 い い 理由 立 寄 い家 あ 話

い 立 寄 欲 い 立 寄 良い い 場合 大宮司氏 直接依頼 瑞
巌寺経由 大宮司氏 伝 火鈴 順路 反映 い  

須崎町 家々 巡拝 、 八幡社 ・五大堂
い

心経三巻 諷経 駐車場
抜 国道 45 号線 北上 普賢堂地区 道沿い あ 家々 回 国道 45 号線 折 返
途中 小松館方面 抜 い 小松館 到着 10分 休憩 挟
休憩、 小松館周辺 家 何軒 寄 来 道 戻 国道 45号線 南下
仙随

い
地区 家々 巡拝 福浦橋 進 橋 袂 三巻 唱 終

須崎町 方 向 い 松華堂 鈴木屋物産店間 通 水主町 入 水主町 瑞巌寺
東 隣接 一画 仙台藩 御座船 操 水主衆 暮 い 地区 あ 地

区 家 巡拝 い 水主町 家々 立 寄 蓮池
過 陽徳院

い
向 い 午前 時過 陽徳院 着 山門 開 待機 い
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僧侶 共 本堂前 本 三巻 諷経 陽徳院 小休憩 、 陽徳院裏 瑞巌寺職員駐
車場 方 登 鳥居 葉山神社 拝 葉山神社 終 蓮池 戻 水主町
巡 愛宕

あ
裏地区 進 途中 水主町 西岡家 休憩 休憩、 愛宕神社

向 い 鳥居 拝 愛宕地区 家々 巡 富亭 過 坂 途中 紫 神社 ・
松島明神・大仰寺

い
対 遙拝

い
来 道 引 返 帰路 途中 垣 内地

区 向 三巻 唱  

水主町 出 松華堂 角 引 返 国道 45 号線 沿 松島海岸駅 方 進
田町 家々 巡 天麟院 来 境内 箇所 諷経 休憩 挟 役僧
巡行 過酷 あ 途中 休憩 挟 い 役僧 巡行中
般若心経 唱 出立 間 い頃 喉 涸 い 休憩

箇所 時折 酒 出 体 温 喉 渇い 頭 上半身
包 い 白い布 寒 遮 厚い生地 い 役僧 火鈴 打
振 経 唱 自分 声 遮 声量 分 い 話 い
当夜 例年 比 気温 高 雨 中 巡行 汗 歩 い 汗
体 冷 い 事態 大宮司氏 過去 大雪 降
中 巡行 時 あ い 際 歩行 難 時間 大変
話 い 休憩 役僧 午前 4時 帰山 時間調整 意味 あ 滞在

時間 場所 異 休憩場所後外 大宮司氏 時計 見 少 急い
拝 時間 余裕 あ 拝 わ 役僧
指示 出 時間 調整 い 今年 巡行 ー 例年 1 時間 早

天麟院 長 休憩 取 後降 比較的 ー 巡  

午前 時頃 休憩 終 日吉山王神社 向 い 神社 鳥居正面 湯殿山塔 石
碑群 拝 松島海岸駅 進 真山地蔵堂 諷経 続い 松島離宮 駐車場
雄島 対 心経三巻 唱 、 来 道 戻 三聖堂 立 寄 瑞巌寺
総門 向 午前 時 差 掛 頃 瑞巌寺総門前 観光桟橋 臨 金華山 ・明
明星 対 三巻 諷経 総門 真 直 瑞巌寺 山門 進 法身窟 三巻 写

真 諷経 、 役僧 中門 到着 除夜 鐘 打 上 伴 先導 中門
門 開 執事長 先導 役僧 本堂 進 い 中門 閉
役僧 本堂 進 、 出立 逆 順番 室中 本 食堂 韋駄天 諷経

韋駄天 三拝 、 火鈴 外 役僧 伴 装束 外 副司寮 茶礼・食事 済
行事 一切 終了 後上 2023 年 火鈴 巡行 あ  

 



6 
 

．順路 歴史的変遷 

 

－ ．過去 事例 

 節 順路 変遷 い い い 瑞巌寺宝物館  年中行事録草稿 ・
 𦾔暦年中行事 い 二冊 収蔵資料 あ 瑞巌寺 124 世鄧州全忠 南天棒
瑞巌寺 年中行事 地元 古老 聞 書 寺内 年中行事 実行 際 典拠

あ 火鈴 い 記載  𦾔暦年中行事 十二月之部 あ 役
僧 選 日程 晦日 次第 書 い 本書 文末 備考 い 項目 火
鈴 巡行 順路 黒イン ン書 い 三崎氏 昭和 10 年
1930 代 加筆 推測 順路 他 諷経 般若心経 巻数 書
い (1981 三崎) 資料 見 限 現在 順路 加筆 内容 基 い
窺 現在 異 瑞巌寺参道 稲荷社 三十三観音 諷経 鰻塚

拝 い い 立 寄 家々 須崎町 ・田町・水主町 家々 巡 葉山神社
瑞巌寺鎮守 寺社仏閣 雄島島内 史跡 巡拝 い 推測  図 2 諷

経 回数 現在 異 箇所 あ 海岸 観光桟橋 般若心経 六巻 法身窟 五
巻 記 い 帰山 午前 時 書 現在 短い時間 巡行 い

 

続い 1980 年代～1991 年 順路 見 頂 い 図 三崎氏 千葉 記録 基 作成
あ 図 両者 調査年代 比較 結果 順路 大 変化 無

同 順路 辿 い 分 現在 順路 比較 巡行範囲 広
思 葉山神社 線路 社務所 進 山頂 社殿

登 い 日吉山王神社 向 い 石碑群 先 あ 町頭地区 雄島周辺
家々 雄島 島内 立 寄 い 休憩場所 陽徳院前 浴堂 西岡家 渡辺家 西沢
家 奥田家 計 カ所 現在 異 場所  

立 寄 家 軒数 見 三崎氏 調査時 60 数軒 千葉 時 69 軒 あ
軒数 い 頃 増 始 前回 調査結果 巡行地区 変遷 踏
軒数 増加 1960 年代後降 あ 推測 い 1991 年 行わ アン

ート調査 水主町 須崎町 家 分家 埋立  ・造成 地区 移住
家 見 普賢堂地区 例 挙 旧習 巡行 い い地区 元々湿地

い 国土地理院 空中写真(1948 年～1968 年) 田畑 利用 い
様子 確認 普賢堂地区 住人 い 須崎町 水主町 い 別 場所

移住 人達 火鈴 迎 始 1960 年代初頭 あ 明
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他 地区 相似 事例 見 分家 移転 場所 立 寄
依頼 家 町外 引 人達 火鈴 噂 聞い 依頼 い 事例
見 大宮司氏 言 軒数 増加 帰山 予定 4 時 間 合わ

年 あ い  

 

－ ．火鈴 現在 

 2023 年 立 寄 順番 道程 簡略化 い 様子  図 後
前 最、 諷経 い 円通院 防火石 山門 出 最初 向 い

円通院側 希望 ・ 年前 先 拝 い 葉山
神社 陽徳院裏 瑞巌寺職員駐車場付近 鳥居 諷経 行 後前 東北本
線・仙石線 線路 社殿 方 行 い 日吉山王神社 、 向

町頭地区 家々 立 寄 雄島 島内 巡 地蔵堂近 松
島離宮 駐車場 雄島方面 向 仰拝 い 大宮司氏 雄島 行

間 合わ 話 い 2023 年 順路 雄島 葉山
神社 道 簡略化 帰山 時間 考慮 上 変更 立 寄
家々 優先 回 ルート 変化 予想 逆 追加
箇所 愛宕裏 諷経 陽徳院 戻 途中 垣 内 向 三巻 唱 い
い 誰 依頼 行 不明 あ  

軒数 見 不在 含 42 軒 前回 調査時 比較 大幅 減少傾向 あ
分 要因 高齢化 地域住民 火鈴 対 認識 変化 考
大宮司氏 寄 い 家 人 夜遅い

わ 言わ 多 話 い 高齢 方 夜遅
起 待 い 辛い い 早 来 欲 い い 要望 1991 年
アン ート調査 見 事例 高齢化 問題後外 代替わ 先代 亡
タイミン 迎 い 決 家 あ 他 須崎町

商売 家 賃貸 他所 来 人達 営業 い 火鈴 迎
必要 事例 あ  

 

．  

 節 比較 踏 若干 考察 述 い い 比較 結果 行事 主
要素 思わ 瑞巌寺鎮守 諸堂 巡 様子 変化 一方 火鈴 立 寄
家々 宅地造成 親類関係 移住 広 見 い 行事 寺内
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止 地域社会 年中行事 定着 い 順路 地域住民 ニー 応
変化 明 行事 対 関心 地域社会 高齢化 世

代交代 い 事情 次第 薄 い 現状 あ 今、 地域社会 人々 生
方・暮 方 伴い 行事 在 方 順路 変化 い  

火鈴 瑞巌寺 年中行事 あ 寺側 関与 一切無 順路 習わ 地域
人達 伝 い 特徴 持 い 瑞巌寺 地域住民
形 伝統行事 言 い 地域 人々  火鈴 立
寄 拝 欲 い い 願い 伝統的 地域社会 根付い 事象 歴史的価値
見出 今、 課題 行事 対 地域住民 意識
歴史的価値 あ 事象 地域内 共有 変化 世相 中
行事 本質 守 次世代 受 継い い 課題  

 

 

 

 

 

 

 

※水主町・須崎町・田町 通称 あ 行政区 地名 い  
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写真 1 火鈴 瑞巌寺宝物館蔵  

写真 2 桜田周輔 松島図誌 瑞巌寺宝物館蔵  

写真  火鈴さまの姿 写真  火鈴さまのお供え物 
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写真 3 立ち寄 家 の諷経 

写真 4 法身窟 の諷経 
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図  昭和 10 年頃 推定さ 順路 𦾔暦年中行事 を参考に作成  

 

 

 

 

 

 

図  除夜改旦行事 火鈴部分を抜粋  
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        中門―門前―五大堂―普賢堂 

 

        普賢堂―ニュー小松―福浦橋－水主町―陽徳院―葉山社 

 

        葉山社―水主町―愛宕裏― 富山―田町―山王社 

 

        山王社―松島海岸駅―雄島 

 

    雄島―天麟院―三聖堂―円通院―観光桟橋―帰山 

 

 

 

 

 

図  1981 年～1991 年代の火鈴さまの順路 
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         中門―円通院―門前―五大堂―普賢堂 

 

         普賢堂―小松館―福浦橋－水主町―陽徳院―葉山社 

 

        葉山社―水主町―愛宕裏― 富山―田町―山王社 

 

        山王社―松島海岸駅―雄島前 

 

        雄島前―天麟院―三聖堂―観光桟橋―帰山 

図  2023 年の火鈴さまの順路 


